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プレスリリース                                                      2018 年11 月21 日 

【ジャポニスム 2018 生活文化 他事業】 

 

日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム2018：響きあう魂」 
 

 

柔道：ジャポニスム2018 JITA-KYOEI PROJECT 

「上村春樹・野村忠宏 特別講習会」 
 

五輪金メダリスト２人がフランス・パリ、トゥールーズにて特別講習会を開催！ 
 

2018 年 7 月よりパリを中心にフランスで開催中の日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム 2018：響きあう魂」。 

その 70 に及ぶ公式企画のうち唯一の武道交流事業として、日仏両国が世界をリードする「柔道」に焦点を当てます。その

「ジャポニスム 2018 JITA-KYOEI PROJECT」の第一弾、「上村春樹・野村忠宏 特別講習会」（主催：国際交流

基金、講道館、フランス柔道連盟）が、12 月 7 日（金）～9 日（日）にパリ、ヴィルボン=シュル=イヴェット（パリ近

郊）、トゥールーズにて開催されます。 

 本講習会ではモントリオール五輪（1976 年）金メダリストで講道館長の上村春樹氏と、アトランタ（1996 年）、シド

ニー（2000 年）、アテネ（2004 年）五輪で 3 連覇を成し遂げた野村忠宏氏が、柔道大国であるフランスの指導者や

青少年を直接指導し、柔道を通じた日仏交流を展開します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 
■「上村春樹・野村忠宏 特別講習会」 概要 
上村講道館長は「指導者の大事な役割」や「心技体」についてを、五輪を三度制した野村氏は得意技「背負投」の極意

を、フランスの指導者や子どもたちに向けた「自他共栄」のメッセージを添えて、お伝えします。 

①指導者向け講習会 

 日時：2018 年 12 月 7 日（金）19 時～21 時 

 会場：アンスティテュ・デュ・柔道（Institut du Judo, パリ 14 区フランス柔道連盟内 

21-23 avenue Porte de Châtillon, 75014 Paris） 

②青少年向け講習会 

 日時：2018 年 12 月 8 日（土） 

野村忠宏氏      写真:株式会社Nextend 上村春樹講道館長   写真:講道館 
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 会場：ル・グラン・ドーム (ヴィルボン=シュル=イヴェット市,  

Le Grand Dôme, 3 rue du Grand Dôme, 91140 Villebon-sur-Yvette） 

 見どころ：本講習会にはイル=ド=フランスの柔道クラブに所属する青少年およそ 2,000 名が参集予定。また、

共に元フランス代表選手で五輪メダリストのマルク・アレクサンドル氏(Marc Alexandre／ロサンゼル

ス五輪（1984 年）銅メダリスト、ソウル五輪（1988 年）金メダリスト)、リュシー・デコス氏(Lucie 

Décosse／北京五輪（2008 年）銀メダリスト、ロンドン五輪（2012 年）金メダリスト))も指導者

として駆けつけます。  

③指導者・高段者向け講習会 

 日時：2018 年 12 月 9 日（日） 

 会場：トゥールーズ市 スポーツ資源・専門技術・競技力向上センター(CREPS/ 

Centre de ressources, d'expertise et de performance sportives, 1 Avenue Edouard 

Belin, 31400 Toulouse) 

主催：国際交流基金、講道館、フランス柔道連盟 

 
 
 
 
 
 
■「JITA-KYOEI PROJECT」とは 
「JITA-KYOEI（自他共栄）」とは 「その団体・社会を組織している各成員が、その他の成員と相互に融和協調して、

共に生き栄えること」「人間と社会の進歩と発展に貢献すること」という意味で、講道館柔道の創始者、嘉納治五郎による

教えの中で最も重要な言葉のひとつです。国際交流基金と講道館は、平成 29 年度より本格的な柔道交流事業

「JITA-KYOEI PROJECT」を開始し、日本発祥で世界的スポーツとして発展した柔道を通じて、各国との交流を促進し、

人的交流、技術指導、教材作成等により、交流強化、人材育成、ネットワーク構築の促進を目指しています。従来は主

として東南アジアとの交流を推進してきましたが、2018 年は「ジャポニスム 2018」の機会を活用し、フランスとの交流にも注

力しています。 

＜Japonismes 2018 JITA-KYOEI PROJECT 今後の事業＞ 

●2019 年 1 月 15 日（火）～26 日（土） 柔道関連写真パネル等展示@パリ日本文化会館地上階情報センター 

●2019 年 1 月 19 日（土）、20 日（日） 鏡開き講習会、形のデモンストレーション（指導者向け） 

@アンスティテュ・デュ・柔道（フランス柔道連盟内） 

●2019 年 2 月 9 日（土）、10 日（日） 柔道関連写真パネル、書、嘉納師範柔道衣等展示、形のデモンストレー 

ション ＠グランドスラムパリ大会会場（アコーホテルズ・アリーナ） 

詳細は https://japonismes.org/officialprograms/柔道にて更新予定です。 

 

 「ジャポニスム 2018：響きあう魂」とは 

日仏友好1 6 0年の本2018年、両国政府間合意に基づき、芸術の都フランス・パリを中心に、大規模な

日本文化・芸術の祭典「ジャポニスム ：響きあう魂」を開催中。パリ内外の1 0 0近くの会場を舞台に、

月間に亘り、美術展、舞台公演、映画、その他食や工芸など日本人の日常生活により密着した文

化まで含め、さまざまな日本の芸術と文化を、古典から現代まで幅広く紹介します。会期を通じ、約70の公

式企画を実施。東京2020オリンピック・パラリンピック競技大会を前に、日本文化の多様な魅力をパリに、ま

たパリを通して世界に向けて伝えます。 

会期： 2018 年 7 月～2019 年 2 月 

事務局： 独立行政法人国際交流基金    

公式ウェブサイト： https://japonismes.org/ 

 


